
市
民
の
運
動
で
「
共
闘
」
の
再
構
築
を
め
ざ
そ
う
！ 

 
 

 

十
一
月
十
九
日
・
二
十
日
に
東
京
砂
防
会
館
他
で
３
年
ぶ
り
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
一
日
目
の
全
体
会
で
は
、
来
賓
の
大
江
京
子

市
民
ア
ク
シ
ョ
ン
運
営
委
員
、
広
渡
清
吾
市
民
連
合
運
営
委
員
の

ご
挨
拶
の
後
、｢

軍
事
で
国
は
守
れ
な
い｣

（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
伊
藤

千
尋
さ
ん
）｢

女
性
た
ち
が
力
を
発
揮｣

（
内
田
聖
子
元
岸
本
選
対

本
部
長
）｢

革
新
懇
の
役
割
発
揮
を｣

（
田
村
智
子
日
本
共
産
党
副

委
員
長
・
参
議
院
議
員
）
の
三
つ
の
ミ
ニ
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
全
国
の
革
新
懇
等
か
ら
十
二
名
の
発
言
が
あ
り
、
福
島
県

革
新
懇
の
藤
倉
事
務
局
長
が｢

だ
て
革
新
懇
の
結
成
の
背
景
に
立

憲
と
共
産
の
議
員
に
よ
る
共
同
の
国
会
報
告
会
で
、
革
新
懇
の
役

割
を
可
視
化
で
き
た
事
が
大
き
か
っ
た
」
と
語
り
ま
し
た
。
二
日
目

は
「
地
方
政
治
を
共
闘
で
変
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
と
職
場
・
青
年
の

二
つ
の
分
科
会
、
八
つ
の
分
散
会
に
別
れ
て
、
活
動
交
流
が
行
わ
れ

ま
し
た
。 

今
回
の
全
国
交
流
会
の
記
録
集
（
五
百
円
＋
送
料
）
は
、
一
月

下
旬
に
発
行
予
定
で
す
の
で
、
購
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
郡
山
市

革
新
懇
事
務
室
の
遠
藤
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

 

平和・民主・革新の日本をめざす郡山の会     ２０２２年１２月 

 

 

 

 

                                            

発行：郡山市革新懇事務室  Mail：ugp25200＠nifty.com TEL/FAX 024-941-3220（遠藤）  

日
本
民
主
主
義
文
学
会
中
通
り
支
部
結
成 

十
二
月
十
日
に
緑
ヶ
丘
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
さ
れ
た

日
本
民
主
主
義
文
学
会
「
中
通
り
支
部
」
結
成
準
備
会
に
は
、

東
京
か
ら
乙
部
事
務
局
長
と
、
会
津
支
部
か
ら
も
渡
部
さ
ん
、

和
合
さ
ん
に
お
越
し
頂
き
、
当
日
参
加
し
た
４
名
の
準
会
員

で
、
中
通
り
支
部
の
結
成
と
今
後
の
運
営
方
針
等
に
つ
い
て
の

合
意
が
さ
れ
ま
し
た
。
来
年
一
月
に
交
流
会
の
開
催
、
支
部
誌

発
行
、
講
演
会
開
催
等
の
活
動
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。 

（
お
問
い
合
わ
せ
先 

事
務
室 

遠
藤
） 

消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
は
中
止
を
！ 

 
 
 
 

 

郡
山
市
革
新
懇
は
郡
山
市
議

会
の
十
二
月
定
例
会
に
「
敵

基
地
攻
撃
能
力
を
有
す
る
軍

備
増
強
を
行
わ
ず
、
外
交
に 

よ
る
平
和
の
実
現
を
求
め
る
意
見
書 

提
出
」
を
請
願
致
し
ま
し
ま
た
。 

1
3

日
の
総
務
財
政
委
員
会
で
審 

議
さ
れ
ま
し
た
が
、
不
採
択
に
な
り
ま

し
た
。
反
対
の
委
員
は
「
中
国
や
北
朝

鮮
が
今
に
も
攻
め
て
く
る
」
、
「
専
守

防
衛
は
政
策
に
す
ぎ
な
い
」
と
発
言
、

ま
た
、
同
日
の
同
委
員
会
で
不
採
択

と
な
っ
た
請
願
「
非
核
三
原
則
堅
持
」

の
審
議
で
は
、
「
核
に
対
す
る
考
え
を

改
め
る
べ
き
だ
」
等
と
国
是
を
蔑
ろ
に

す
る
発
言
も
あ
り
ま
し
た
。 

同
趣
旨
の
請
願
不
採
択
は
６
月
定

例
会
に
続
い
て
２
回
目
で
す
。15

日

の
本
会
議
で
反
対
し
た
自
民
党
と
国

民
民
主
党
、
自
民
党
系
三
会
派
は
核

兵
器
廃
絶
都
市
宣
言
の
郡
山
市
の
市

会
議
員
で
い
る
こ
と
を
許
さ
れ
る
の
で

し
ょ
う
か
。
請
願
人
の
一
人
は
「
き
ち

ん
言
い
続
け
て
い
く
こ
と
が
大
切
」
と

S
N

S

で
発
信
し
て
い
ま
す
。 

宮
本
百
合
子
は
著
書
「
歌
声
よ
、

お
こ
れ 

―

新
日
本
文
学
会
の
由
来
」

で｢

初
め
は
な
ん
と
な
く
弱
く
、
あ
る
い

は
数
も
少
い
そ
の
歌
声
が
、
や
が
て
も

っ
と
多
く
の
、
ま
っ
た
く
新
し
い
社
会

各
面
の
人
々
の
声
々
を
誘
い
だ
し
、
そ

の
各
様
の
発
声
を
錬
磨
し
、
諸
音
正

し
く
思
い
を
披
瀝
し
、
新
し
い
日
本
の

豊
富
に
し
て
雄
大
な
人
民
の
合
唱
と

し
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述

べ
て
い
ま
す
。 

私
達
も
続
き
ま
し
ょ
う
！ 

 

（
Ｅ
） 

田村日本共産党副委員長は  

各分野で運動を広げ、国民的  

な運動に繋ぐ革新懇の役割が  

問われている、政治を変える  

力は、要求で一致する市民の  

運動であり、『市民と野党の  

共闘』だと訴えました。  

地
域
・
職
場
・
青
年
革
新
懇
全
国
交
流
会 

東
京
で
３
年
ぶ
り
に
開
催 

１
９
８
９
年
、
日
本
に
消
費
税
制
度
が
導
入
。
消
費
税
３
％

で
ス
タ
ー
ト
。
国
は
、
２
０
２
３
年
１
０
月
か
ら
イ
ン
ボ
イ
ス
（
適

格
請
求
書
）
制
度
実
施
を
狙
っ
て
い
ま
す
。
現
在
の
消
費
税
制

度
は
、
年
間
売
上
高
１
０
０
０
万
円
以
下
の
事
業
者
は
消
費

税
免
税
事
業
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
免
税
事
業
者
（
お

よ
そ
１
０
０
０
万
人
と
い
わ
れ
る
）
が
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
実
施

に
な
れ
ば
、
消
費
税
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら

の
免
除
事
業
者
は
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
ア
ニ
メ
ー
タ
ー
、
声
優
、
フ

リ
ー
の
役
者
・
舞
台
関
係
者
、
小
さ
な
個
人
飲
食
店
業
、
宅
配

ド
ラ
イ
バ
ー
等
、
厳
し
い
状
況
に
い
る
沢
山
の
個
人
事
業
主
で

す
。
こ
の
制
度
の
実
施
に
よ
り
、
廃
業
に
至
る
多
く
の
事
業
者
が

で
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
と
は
２
０
２
３

年
１
０
月
１
日
以
降
に
「
消
費
税
額
」
を
取
引
先
に
請
求
す
る

た
め
に
は
適
格
請
求
書
（
イ
ン
ボ
イ
ス
と
呼
ば
れ
る
）
の
交
付
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
に
は
、
原
則
２
０
２
３
年
３
月
末

ま
で
に
、
「
適
格
請
求
書
発
行
事
業
者
登
録
申
請
書
」
を
所
轄

の
税
務
署
に
提
出
し
、
登
録
番
号
の
通
知
を
受
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
実
質
の
消
費
税
増
額
！
、
小
規
模
事

業
所
つ
ぶ
し
！
、
多
く
の
各
団
体
か
ら
「
イ
ン
ボ
イ
ス
中
止
！
」

の
声
が
湧
き
上
が
っ
て
い
ま
す
。 

郡
山
市
革
新
懇 

事
務
室
長 

国
分
重
信 


